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(3) 顕微鏡の分解能を論ずるに際して物体としては従来，暗い視野中の明るい 2 点が用いられていた
が，実際の観察は明るい視野中の不透明な 2 点に対して行われるのが通常である。この両者に対す
る分解能を比較してこの両者に大きな差異のあることを見出し 後者にわいては対物レンズに対す
るコンデンサーレンズの開口数比が 1 以上では分解能はほとんど不変であることを見出した。
(4) 光源の輝度分布ならびに対物レンズの透過率分布を適当に変化させることによって焦点深度を改
善し得ることを見出し，計算機シミュレーションならびに実験によっても確かめた。以上の他，輪
帯形照明光源が分解能の向上に寄与し得る場合があることも指摘した。
これらの研究結果は写像光学の発展に寄与するのみならず，微生物，その他顕微鏡を用いる研究に
対しでも，貢献するところが大きい O
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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